










撮影表示パネル/フイルムカウンター/ 

オートデート表示パネル- 

ズームレバー（兼デート修正レバー） 一 
ンヤッターボタン- 

ストラップ取付部 

電池室カバーー 
レンズカバーー 
(メインスイツチ） 


赤目軽減ランプ/— 
セルフタイマーランプ 


仁一トフォーカス窓 

ーフフツンユ 

(兼 AF 補助光） 

ーリモコン受信部 
ーファインダー窓 


測光窓 





隶元パネル 


* 図は全ての液晶を点灯状態で示してあります。 


ポートレート夜景撮影マーク 
日中フラッシュ撮影マーク— 


セルフタイマー振影マーク 
赤目軽減撮影マーク 

自動フラッシュ表示マーク 
日付_時刻表示 


フラッシュ発光表示マーク 
(フラッシュ充電中表示） 


リモコン撮影マーク 


•フラツシユなしの撮影マーク 
- + 1. 5 露出補正撮影マーク 


3® 景撮影マー7 



フイルムカウンター 


電池マーク 


デート修正マーク 


* 撮影表示パネルには、 EL バックライト付き液晶を使用しています。パックライトは、 
電源 ON 時/モードまたはデートスイッチを押したときに点灯します。 




アイン ダーと 隶元ランプ 


撮影範囲フレーム- 

このフレーム内が実際に写る 
範囲です。 


緑ランプ〈近距離ランプ〉 
(点灯）近距離撮影表示 
(点滅）近距離警告 



近距離補正フレーム 

近距離撮影時（近距離ランプ点灯 
時）には、このフレームより内側が 
写る範囲となります。 


才一トフオーカスフレーム 

このフレーム内の被写体にピント 
が合います。 

赤ランブ〈フラッシュランプ〉 
(点灯）フラッシュ発光表示、 
フラッシュ充電中表示 
(点滅）低輝度連動外警告 


緑ランプ 〈 AF ランプ〉-1 

(点灯）オートフォーカス （ AF ) ロック 
(点滅）測距不能警告(オートフォーカスが苦手なもので、 
ピント合わせが出来ないときに点滅） 


緑ランプく遠距離ランプ〉 
(点灯）遠距離撮影表示 




* +1 〜 -3 ディオプトリーの範囲で調節す 
ることができます。視度調節ダイヤルを 
時計方向に回すと+側、反時計方向に回 
すと一側に調節されます。 

* 視度調節は、レンズカバーを開けた状態 
で行なってください。 


ご使用前に、視度調節ダイヤルを 
回してファインダー視野が最もは 
つきり見える位置に調節してくだ 
さい0 




リモコンの眇吋け 


ストラップの取付け方 

* ストラップ取付部にストラップ先端の細 
いヒモの部分を通し、通したヒモの輪に 
もう一方のストラップの端を通して、引 
っ張ってください。 

* 調節具の突起部は、デートスイッチを押 
す、あるいはフィルムの途中巻き戻しス 
イッチを押すなど、小さなスイッチを操 
作するときにお使いください。 

リモコンの取付け方 

* リモコンは、ストラップに取付けること 
ができます。 

* 取外す場合は、逆の手順で行ってくださ 
い0 




A 爆発して大けがの危険があります。リモコンを火の中に 

入れたり、加熱しないでください。 





1. 配"の' れ 3 


* 電池を入れたとき、交換したときは、必ずオートデートの 
修正をしてください。 



電池室カバーを矢印方向へスライ 
ドさせると、カバーが開きます。 

* 電池を入れるときや交換するときは、レ 
ンズカバーを閉め、必ず電源を OFF にして 
から行ってください。 






I 

i 

麗 

I 


電池の+、一を電池室内の表示に 
合わせて正しい向きで入れ、電池 
室カバーを閉じてください。 


^B3®+1.5i4A 



；/I 

t 0 

1 




レンズカバーを開けて電源を ON に 
した状態で、撮影表示パネルを確 
認してください。電池マークが黒 
く点灯していれば、電池容量は 0 K 
です。 


爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入れた 
* ^ °り、ショート、分解、加熱、充電をしないでください。 


|敬止電池は乳幼児の手の届かない場所に保管してください0 
• ^°誤って飲み込むと死亡する危険があります。 
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正常 交換時期電池容量なし 
(シヤッターは 
きれません） 


使用する電池は、リチウム電池 
( CR 2：3 V ) 1本です。 

* 撮影途中で電池マークが1/2白くなった 
ら、最後まで撮影してフィルムを巻き戻 
した後、電池交換してください。 


* 長期間の旅行や、たくさんの写真を撮る 
ときには、予備の電池を用意しておくこ 
とをおすすめします。 

* 連続してフラッシュ撮影すると電池容量 
が少ない表示になり、自動的にパワー OFF 
になることがあります。その場合、しば 
らく待ってから電源を入れ直してくださ 
い。電源 ON にしたときに、電池容量が十 
分な表示になれば、そのまま撮影が続け 
られます。 

* 寒冷地(低温時）では電池の性能が低下し 
ますので、カメラを保温しながらご使用 
ください。まれに、電池の容量が十分で 
も容量が少ない表示になることがありま 
す。 


電池交換するときのご注意 

1) 電池交換するときは、 レンズカバーを閉 
め、必ず電源を OFF にしてから 行ってくだ 
さい。 

2) 撮影途中のフィルムが入っているとき 
は、電池を手早< (20 秒以内）入れ替えて 
ください。 

3) フィルムが入っているときに電池交換す 
ると、電源を 0 N にしたときに、フィルム 
が数コマ空送りされ、フィルムカウンタ 
一が“1”になることがありますが、撮 
影は続けられます。 

4) フィルムの終わり近くで電池交換する 
と、フイルムカウンターが “0” のまま 
点滅することがあります。このときは、 
フィルムを途中巻き戻ししてください。 




—トデート 


* 日付_時刻を合わせてくださし、。 


2050年までの日付 ■ 時刻を記憶し、 



電源を 0 N にしてから、デートスイ 
ツチを押して、写し込みたい表示 
モードを選択します。 


* デートスイッチを押す毎に表示モードが 
切替り、循環します。 

* スイッチは、ストラップ調節具の突起部 
で押してください。 


画面に写し込むことができます。 



デートが写し込まれる位置に、白 
や黄色などの明るい背景がくると 
デート文字が見えにくくなる場合 
がありますのでご注意ください。 


表示モードの切替え 


a : ia 

年•月•日 

a i 

[ 月•日•年 
e 己 inn : 

_日•月•年 

ss ia ： 

日•時•分 


j 写し込みなし 












* 日付-時刻の修正方法 (電池を初めて入れたとき、交換したときは必ず修正してください) 



電源を ON にした後、デートスイッチを2 
秒以上押し続けると、“年”表示とズー 
ムレバーマーク（钃 ►) が点滅して、修 
正モードになります。 



デ分まで修正した後に、デートスイッチを 
押すと、：が点滅しますので、もう一度 
デートスイッチを押してください。 

:の点滅が点灯に変わり、修正モードが 
終わります。 



ズームレバーを 押して、点滅して いる 数 
字を修正します。 T 側に押すと数字は進 
み、 W 側に押すと数字は戻ります。 


^修正が終わつたら、デートスイッチを押 
してください。数字の点滅が、次の修正 
個所に移りますので 、 P P の操作を繰り 
返して、月_日と時■分を修正してくだ 
さい。 


* 秒まで合わせる場合は、：の点滅時に、 
時報のゼロ秒時に合わせて、デートスイ 
ッチを押してください。 

* 修正モードが終わると、年月日表示にな 
ります。 










3. フイルムの'れ 3 


* DX コードの付いた35酬フィルムをご使用ください。 



裏ぶた開放ノブを矢印 （▼) 方向へ 
押し下げて、裏ぶたを開けます。 


* カメラ内部のレンズに触れないようにご 
注意ください。 

* フイルム確認窓を見ると、フイルムが入 
つているかどうかがわかります。 



パ トロー ネ（フイルムの容器）を力 
チツと音がするまで押し入れた 
後、フイルムを少し引き出し、先 
端をカメラ内部のフイルム先端マ 
—ク （ IaFILM TIP ) に合わせてく 
ださい。 


* DX コードの付いたフイルムを入れると、 
使用フイルムの感度 （ IS 025 〜320 0) が自 
動的にセットされます。 

* DX コードの付いていないフイルムの場 
合、感度は全て IS 025 にセットされます。 

* リバーサルカラーフイルム（スライド用） 
は、下表の DX 導入感度と同一感度のフイ 
ルムをご使用ください。 

* コニ カカラーフイルムのご使用をおすす 
めします。 


使用フイルム感度の DX 導入感度 


DX 導入感度 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 3200 

使用 フィルム 感度 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 3200 

( ISO ) 

32 

64 

125 

250 

500 

1000 

2000 — 


40 

80 

160 

320 

640 

1250 

2500 — 






3 




フイルムを長く引き出して、フイルム先 
端マークよりも奥にセットすると、フィ 
ルムが送られても、撮影途中で巻き戻し 
されることがあります。 

フィルム引出し部分が長い場合には、パ 
トローネに少し巻き戻し、フィルム先端 
マークに合うように長さを調節してくだ 
さい0 


裏ぶたを閉じると、フイルムは1 
枚目の撮影位置まで自動的に送ら 
れます。 

* DX 導入感度が IS 025 にセットされるフイ 
ルムをご使用の場合は、フイルムを入れ 
て裏ぶたを閉じた後に、電源を ON にして 
から、シャッターボタンを1回押してく 
ださい。フイルムが1枚目まで送られま 
す0 


もし、フイルムが正しく送られて 
いないときは… 


1 

[切 


1 

[ 〇] 


フイルムカウンターに “0” が点滅した後、 
点灯します。裏ぶたを開けて、フイルムを正 
しく入れ直してください。 



* すべての撮影に共通する基本的な撮影の手順です。 


4_ 冊け(一 



レンズが撮影位置まで繰り出しファインダーをのぞき、ズームレ 
て、電源が ON となります。 バーを押して構図を決めます。 

* 前面のレンズが汚れていたら、柔らかい T 側に押すと望遠側 （70 酬 まで）、 
て< ださ u 。 w 側に押すと広角側 （28 mm まで）に 

画面が移動します。希望の構図に 
なった所で指を離して止めてくだ 
さい0 


レンズカバーを矢印方向へカチッ 
と音がして止まるまで、ゆっくり 
とスライドさせて開けてくださ 
い。 













ピントを合わせたい被写体に、才 
—トフ オーカスフレー ムを合わせ 
ます。 



シャッターボタンを半押しする 
と、ファインダー内に仆ランプが 
点灯し、自動的にピントが合いま 
す。 

* シャッターボタンは、半押しのままにし 
てください。 

* シャッターボタン半押しで®ランプが 
同時に点滅したときは被写体が近すぎて 
ピントが合わない警告ですから、シャッ 
ターはきれません。被写体から少し離れ 
て、シャッターボタンを押し直してくだ 
さい。 


日中撮影の距離 


焦点距離 

撮影距離 

28 mm 〜70 mm 

0.7 m 〜〇〇 


表示ランプについて 

フアインダー内の表示ランプは撮影距離 
によって、次の組み合わせで点灯表示し 
ます。 


撮影距離（目安） 

点灯ランプ 

0.7 m 〜1 m 


1 m 〜4 m 

AF 

4 m 以上 

AF A 






シャツターボタンをさらに深く静 
かに押し込み、シャッターをきつ 
てください。 


* 撮影が終わると フィ ルムが1コマ自動的 
に送られ、フィルムカウンターの数字が 
1つ進みます。 



を矢印の方向へ軽くスライドさせ 
てください。 

電源が OFF となり、レンズが収納さ 
れます。レンズが最後まで収納さ 
れたことを確認した上で、レンズ 
カバーを最後まで閉じてくださ 
い。 


* レンズが収納される間、レンズカバー 
にはロックが掛かりますので、無理に 
閉めないでください。 

* レンズカバーを閉じる際、カバーがレ 
ンズにあたらないようにご注意くださ 
い。 


* 電源 OFF のときは、撮影表示パネルには電 
池マークと才一トデート表示、フイルム 
カウンターのみが点灯します。 

* 電源 ON のまま約3分間操作をしないと、 
自動的にレンズが収納位置に戻り、パワ 
一 OFF となります。撮影可能な状態に復帰 
させるには、レンズカバーをスライドさ 
せ、電源を入れ直してください。 

* 撮影が終了したり、長時間撮影しないと 
きは、レンズカバーを閉じてください。 






マルチオートフオーカスについて 

* このカメラは、マルチオートフォーカス機能を内蔵しています。 


このマルチオートフォーカス有効範囲は以下の通りです。 



広角撮影 (28 mm 側）のときは、オー 
トフオーカスフレームの円（〇）内 
の被写体にピントが合います。 

* 図の青い部分が、ピントの合う範囲の目 
安です。 


望遠撮影 (70 圆側）のときは、オー 
トフオーカスフレームの [] 枠内の 
被写体にピントが合います。 

* 図の青い部分が、ピントの合う範囲の目 
安です。 




/ ユが自動的に発光します。 



フラッシュ撮影後の令ランプ点灯は、充 
電中ですから、この間シャッターはきれ 
ません。また、撮影表示パネルには，マ 
ークが点滅します。 

フラッシュ 発光時の シャッ ター速度は、 
広角側で最長約1/45秒まで、望遠側で最 
長約1/60秒までとなります。手ぶれにご 
注意ください。 

人物のフラッシュ撮影には、赤目軽減撮 
影をおすすめします。 


シャッターボタンを半押しして、 シャッターボタンをさらに深く静 
令ランプが点灯したときは、フラッかに押し込み、フラッシュ撮影し 
シュが自動的に発光する表示で てください。 

す。 

フラツシユ 撮影の S 巨離 (ネガカラーフイルム使用の場合) 


フイルム感度 

焦点距離 

広角撮影 (28 mm) 

望遠撮影 （70 mm) 

ISOIOO 

0.7 m 〜 5.4 m 

0.7 m 〜 2.3 m 

IS0200 

0.7 m 〜 7.6 m 

0.7 m 〜 3.3 m 

ISO 400 

0.7 m 〜10.8 m 

0.7 m 〜4.6 m 




フォーカスロッ 1 



* 被写体が画面中央から外れるときは、 
フォーカスロック撮影をしてくださし、。 



ピントを合わせたい被写体にオー 
トフオーカスフレームを合わせ、 
シャッターボタンを半押しにして 
ください。ランプが点灯し、ピ 
ント位置が固定されます。 

* シャッターボタンは、半押しのままにし 
てください。 

* フォーカスロックと同時に露出も固定さ 
れます。 



シャッターボタンを半押しのまま 
希望の構図に決め直し、シャッタ 
_ボタンをさらに深く静かに押し 
込み、シャッターをきってくださ 
い。 

* 半押しした指をシャッターボタンから離 
すとフォーカスロックは解除され、やり 
直しができます。 


才一トフォーカスが正しく働きに 
<い被写体 

① 光を反射しにくい黒いもの 

② 小さいもの、細いもの 

③ 発光体 

④ 光沢のあるもの 

⑤ 雨、霧、煙等の実体のないもの 
これらはオートフォーカスしにくいので、同 
じ距離のオートフォーカスしやすいものに 
向けてフォーカスロックをしてから撮影を 
してください。 

また、ガラス越しの遠景撮影の場合は、遠景 
撮影モードで撮影してください。 


* 構図を決め直すときに、撮影距離が変 
わらないようにご注意ください。撮影 
距離が変わったときは、やり直してく 
ださい。 






才一トフォーカスが正しく 
働きにくい被写体 

① 白壁や青空など、コントラスト（明暗差） 
の低いもの 

② 横線だけで凹凸のないもの 

③ 光を反射しにくい黒いもの 

④ 光沢のあるもの、発光体など 

⑤ 強い反射光、逆光があるとき 

⑥ 小さいもの、細いもの 

⑦ フオーカスフレーム内に極度に距離の違 
うものが共存するとき 

⑧ 早い速度で移動するもの 


以上のような被写体では、オートフォーカス 
しにくい（ピントが合いにくい）場合がありま 
す。このようなときは、ピントを合わせたい 
ものと同じ明るさで同じ距離のものにフォ 
ーカスロックをしてから撮影してください。 
また、ガラス越しの遠景撮影の場合は、遠景 
撮影モードで撮影してください。 


AF 補助光について 

暗いところや明暗差の少ないものでは、オートフォーカス精度が低下します。 
このカメラでは、このようなときにはオートフォーカス精度を高めるために、シ 
ヤッターボタンを半押ししたときに自動的にフラッシュ （ AF 補助光）を光らせま 
す。 

注）オートフォーカスのためのフラッシュ光です。 

撮影のためのフラッシュ発光と間違えないように注意してください。 

注）フラッシュ OFF の撮影モードではフラッシュ （ AF 補助光）は光りません。 




7. 7 イルムの助リごし石 



フィルムを最後まで撮り終わる 
と、フィルムが自動的に巻き戻し 
されます。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しに連動 
して、撮影済みの枚数から減算表示して 
いきます。 


* フィルムの規定枚数より多く撮影した 
場合には、最後の画面が少し重なるこ 
とがあります。 


巻き戻しが完了すると自動的に停 
止し、フイルムカウンターに “0” 
が約5秒間点滅した後、点灯しま 
す。“0” 点灯を確認した上で裏ぶ 
たを開けて、フイルムを取り出し 
てください。 


途中巻き戻しスイッチをストラッ 
プ調節具の突起部で押すと、撮影 
途中のフイルムの巻き戻しができ 
ます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 

* 写し終わったフイルムは、お早めに DP 店 
にお持ちになり「コニカカラー百年プリ 
ント」と、ご指定ください。 









撮影モードの切替えによる赤目軽減撮影、セル 
フタ イマ— 撮影、リモコン撮影、日中フラッシ 
ュ撮影、ポ_トレート夜景撮影、フラッシュな 
しの撮影、 +1.5 露出補正撮影、遠景撮影などの 
応用撮影について説明いたします。 



* 被写体に応じて、最適な露出方法を 
選択できます。 




モー ドスイツチを押す毎に撮影表 
示 パネルに 各撮影 モ_ ドマ_クが 
順次表示され循環します。 


*_ 度設定した撮影モードは設定を変え 
るまで固定され、そのまま撮影が続け 
られます。 

また、電源を OFF にしてもモードは記 
憶されており、再度電源を ON にした後 
は、 CT 1 H に復帰しますが、モード 
スイツチを1回押すと、電源 OFF 時に 
設定されていた撮影モードに自動的 
に再設定されます。 

電源を ON にしたときは、撮影モードを 
ご確認の上必要に応じて選択し直し 
てください。 


戻る 進む 

◊ 〇 


MODE DATE W U f J T 



* モードスイッチを押しながら、ズームレ 
バーを操作してもモード切替えが可能で 
す。ズームレバーを W 側に押すとモード 
を前に戻すことができ、 T 側に押すとモ 
ードを進めることができます。 




撮影モ_ドの循環 


HlhfO 自動フラッシュ撮影 

(フラッシュ AUTO モード） 


<a> 


赤目軽減撮影（ランプ点灯） 
(フラッシュ AUTO モード） 


〇セルフタイマー/リモコン撮影 
H'Q (フラッシュ AUTO モード） 


日中フラッシュ撮影 
(フラツシュ ON モー ド） 


VA ポートレート夜景撮影 
(フラッシュ ON モード） 


^フラッシュなしの撮影 
(フラッシュ OFF モード） 


+15 +1.5 露出補正撮影 

(フラッシュ OFF モード） 


遠京 fe 景ジ 

‘（フラッシュ OFF モード） 


* セルフタイマーモードを選択すると、 
| i _ a マークが同時に表示され、リモコン 
撮影も可能となります。 

* 各撮影モードに、赤目軽減撮影モードま 
たはセルフタイマー/リモコン撮影モー 
ドを組合わせて撮影することができま 
す。 




撮影モードの組合わせ 


MODE DATE W 



t —トス 1 ツナ^: 押しなが b 、 丁 
— トスイツチを1回または2回押 
すと 、各撮影モードに、赤目軽減 
撮影モードまたはセルフタイマー 
/リモコン撮影モードを組合わせ 
て撮影ができます。 

組合わせのできる撮影モードは表 
の通りです。 


參撮影モード組合わせ表 



デートスイッチ 

デートスイッチ 


1 回押す 

2 回押す 


< 0 > 

CD 

<〇> 


一 

〇 

HO 

<〇 

- 

令 

< 0 > 

〇 no 


< 0 > 

〇 no 

⑤ 

〇 1»〇 

一 

w 

0 INO 

一 

施 

(D |>*〇 

— 


* 撮影表示パネルには、選択した撮影モー 
ドマークと同時に<§>マークまたは、〇と 
レ!*マークが表示されます。 


•撮影モ_ド組合わせ解除 


* 撮影モードの組合わせを解除したい場 
合は、モードスイッチを押してくださ 
い。 

通常の撮影モード切替えに復帰しま 
す。 


* モード組合わせの撮影が終わったら、モ 
—ドスイッチを押して、モードの組合わ 
せを解除しておくことをおすすめしま 
す。 






V 


V i®+1.5^ 




モードスイッチを押して、撮影表 
示パネルに<§>マークを表示させ 
ます。 

* フラッシュ なしの撮影と、 +1.5 露出補正 
撮影、遠景撮影以外の撮影モードで、赤 
目軽減撮影ができます。 



シャッターボタンを押すと赤目軽 
減ランプが点灯した後にフラッシ 
ュが発光して撮影が終わります。 

* 赤目軽減ランプが点灯してからフラッシ 
ュ発光までは約 0.5 秒かかります。この 
間、カメラを動かしたり、撮られる人が 
動かないようご注意ください。 

* 明るい所では赤目軽減ランプ点灯とフラ 
ッシュ発光はしません。 


赤目現象とは… 

暗い場所で人物のフラッシュ撮影をしたと 
きに、フラッシュ光が目の網膜に反射して目 
が赤く輝いて写ることがあります。これを赤 
目現象といいます。 

このモードでは、赤目軽減ランプで瞳孔を小 
さくした上でフラッシュが発光しますので、 
赤目現象の発生を軽減します。 

効果的な被写体 

暗い場所での人物のフラッシュ撮影 
* 赤目軽減効果の度合いには個人差があり 
ますが、赤目現象を起こりにくくするに 
は、 


① 撮られる人に、視線をランプの方へま 
つすぐ向けてもらう 

② 撮りたい人になるベく近づいて撮影す 
る 


などしてください。 







10. セルフタイマーの 


<g>,Oi» ■-'k ⑤ +1.5A 


モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに0マークを表示させま 
す。 

* このモード選択時に、リモコン撮影の選 
択も可能となります。 

* 全ての撮影モードで、セルフタイマー撮 
影ができます。 


v 



シャッターボタンを押すとセルフ 


タイマ _ がスタ _ 卜し、約10秒後 
にシャッターがきれます。 

* セルフタイマーのスタートと同時にセル 
フタイマーランプが約7秒間点滅した 
後、約3秒間点灯してシャッターがきれ 
ます。 


* 三脚をご使用ください。 

* シャッターボタンはカメラの後側に立つ 
て押してください。前側からでは正しい 
ピント、露出が得られません。 

* フォーカスロックもできます。 

* セルフタイマーの作動をキャンセルした 
いときは、レンズカバーを閉じて、電源 
を OFF にしてください0 


* 撮影が終わってもモードは解除されま 
せん。セルフタイマー撮影が終わった 
ら、 AUT 0 モードに戻しておくことをお 
すすめします。そのままにしておくと 
次の撮影もセルフタイマーが作動しま 
す。 







11. リモコン @ 


011-™ * カメラから離れて撮影することができます。 



セルフタイマ ーモー ドを選択する 
と、 マークが 同時に点灯し リモ 
コン撮影が可能となります。 

* 全ての撮影モードで、リモコン撮影がで 
きます。 



リモコンの送信部をカメラの受信 
部に向けて、送信ボタンを押すと、 
赤目軽減ランプが3秒間点滅した 
後、シャッターがきれます。 

* 三脚をご使用ください。 

* 自動パワー OFF の状態では受信されませ 

* 受信可能距離は、約 5 m 以内（正面）です。 


* 撮影が終わってもモードは解除されま 
せん。リ モコ ン撮影が終わったら 、 AUTO 
モードに戻しておくことをおすすめし 
ます。そのままにしておくと、次の撮 
影でセルフタイマーが作動します。 

* リモコン受信部に太陽や蛍光灯などの光 
が強く当たっているとき、或いはインバ 
ーター式蛍光灯が近くにあるときはリモ 
コン 撮影できないことがあります。その 
ようなときは、セルフタイマー撮影する 
かカメラを移動させてください。 

* リモコンには電池が入っています。撮影 
できなくなったら、電池交換してくださ 
い。リモコン裏面にある小さな+ネジ2本 
を外すとリモコンが2分割でき電池 
( CR 2025) 交換が可能です。 






12. 口占フラッシュ爵 いラッシュ。 n モド 



1 1 

日中 フラッシュ 撮影 


フラッシュなし 

モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに V マークを表示させま 
す 。 

* 赤目軽減撮影または、セルフタイマー/ 
リモコン撮影と組合わせて撮影ができま 
す0 

シャッターをきると、明るい所で 
もフラッシュが発光します。 

* シャッターボタン半押しで、ファインダ 
—内に/^ランプと^ランプが同時に点 
灯します。 

効果的な被写体 

① 逆光の人物 

② 室内の窓際の人物 

③ 曇りの日の人物 

④ 日陰の人物 








13. ポートレート夜太 


フラツシユ ON モード 



モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに ffl マークを表示させ 
ます。 

* 赤目軽減撮影または、セルフタイマー/ 
リモコン撮影と組合わせて撮影ができま 
す0 


シャッターをきると、最長約1_ 5秒 
までのスローシャッターによるフ 
ラッシュ撮影ができます。 

* シャッター速度が遅くなりますので、手 
ぶれを防ぐために三脚をご使用くださ 
い。また、撮影中は撮られる人も動かな 
いようにしてください。 

* 被写体が動いているときは、ぶれて写り 
ます。 


効果的な被写体 

① 夜景をバックにした人物 

② 夕暮れをバックにした人物 

③ バックにフラッシュ光が届かない室内の 
人物 







14. フラッシュなしの 


⑤フラッシュ OFF モード 




< 〇 >0$ • ン *,®+1.5 施 

IM ： 一 


モードスイッチを押して、撮影表 
示パネルに®マークを表示させ 
ます。 

* シャッター速度が遅くなりますので、手 
ぶれを防ぐために三脚をご使用くださ 
い0 

* セルフタイマー/リモコン撮影と組合わ 
せて撮影ができます。 


効果的な被写体 

① フラッシュ 使用が禁止されている場所で 
の撮影(美術館など） 

② 都会の夜景 

③ 日没時の風景 


スローシャッターによる撮影 

シャッターをきると、最長約1_ 5秒 
までのスローシャッターによるフ 
ラッシュ発光なしの撮影ができま 
す。 

* シャッターボタン半押しで、，ランプが 
点滅したら、光量不足で写真が暗くなる 
警告です。 

* AF 補助光は光りません。 






15. +1.5H? 


OB フラッシュ OFF モード 



モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに 0 G マークを表示させ 
ます。 

* セルフタイマー/リモコン撮影と組合わ 
せて撮影ができます。 


シャッターをきると、標準より約 
1 . 5紋り明るい自動露出撮影がで 
きます。 

* 暗い場所では手ぶれを防ぐために三脚を 
ご使用ください。 

* AF 補助光は光りません。 



露出補正なしの撮影 


効果的な被写体 

① 画面全体を明るく仕上げたいとき 

② スキー場の人物 

③ 逆光の人物 

④ 白バックの人物 

⑤ 明暗コントラストが強い建物の暗部を明 
るく写したいとき 






16. 


i 4 フラッシュ OFF モード 


V 


⑪ CD » ソ A 制 , 

—— -j [• 三 , S 


モードスイッチを押して、撮影表 
示パネルに ii マークを表示させま 
す。 

* シャッターボタン半押しで、ファインダ 
一内に▲ランプが点灯します。 

* セルフタイマー/リモコン撮影と組合わ 
せて撮影ができます。 



ガラス越しの風景を遠景撮影 


才一トフオーカスフレーム内の被 
写体に関係なく、遠景にピントの 
あつた撮影ができます。 

* 夕 ■ 夜景など暗いときの撮影はシャツタ 
_速度が遅くなりますので、手ぶれを防 
ぐために三脚をご使用ください。 

* AF 補助光は光りません。 



一般撮影 


効果的な歓写体 

① 遠い風景 

② 金網やガラス越しの風景 










おもな⑽ 


* 下記性能については当社試験条件によります。 

* 製品の仕様、外観については予告なく変更することがあります。 



シャッター ：絞り兼用プログラムシャッター、電磁レリーズ、約 1.5 秒〜約1/300秒 




露出調節 

: CdS 受光素子使用ブログラム AE 、 中央重点測光 

露出連動範囲 

: IS 0100 フイルム使用時： f =38 mm EV 4 〜 EV 16 、f =115 mm EV 7 〜 EV 16 

フィルム感度 

:自動設定 （ IS 025 〜 ISO 320 0) 

ファインダー 

:実像式ズームファインダー' オートフオーカスフレーム、近距離補正フレーム、ファインダー内 
に緑ランプ3種（点灯 ； AF ロック、近距離播影表示、遠距離撮影表示、点滅；近距離轚告，測 
距不能警告）、赤ランプ（点灯；フラッシュ発光表示、フラッシュ充電中表示、点滅；低輝度連 
動外警告）、+1〜一3ディオプトリーの視度調節可能 

フラッシュ ：手ぶれ限界の低輝度時に自動発光するフラッシュマチック機構、発光間隔•約6秒、 


フフ ッンユ 


















モード切替え： 

自動フラッシュ撮影、赤目軽減撮影、セルフタイマー/リモコン撮影、日中フラッシュ撮影、 
ポートレート夜景撮影、フラッシュなしの撮影、 +1.5 露出補正撮影、遠景撮影の各モードを選 
択可能、各モードに赤目軽減撮影またはセルフタイマー/リモコン撮影モードを組合わせ可能 
(播影表示パネルに選択及び組合わせ状態を表示） 

セルフタイマー： 

電子式、作動時間•約10秒、セルフタイマーランプが約7秒間点滅した後に約3秒間点灯、 
途中解除可能 

リモコン ： 

赤外光利用の専用リモコンシステム、送信ボタンで始動、受信可能距離約 5 m 以内（正面）、 
電池 CR 2025*3 V 1個、電池寿命約10,000回 

フイルム給送： 

電動式、裏ぶたを閉じるとスタートするオートローディング、自動巻き上げ、 

フィルム終了で自動巻き戻し、巻き戻し後自動停止、途中巻き戻し可能 

フイルムカウンタ 

一：顧算式、撮影表示パネルに表示（撮影表示パネルは EL バックライト付き） 

ォートデート： 

液晶表示式デジタルウォッチ内蔵、2050年までの年月日•月日年•日月年 • 日時分を表不、 
写し込みなしも選択可能、秒単位まで修正可能、月差 *±90 秒以内 


使用温度範囲：一 10° C 〜 +50 °C 











